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前。R。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章）、 饂蹄尋 (2)

乞二之

愛媛県知事表彰を受ける吉田分団長

恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式

が
二
月
十
一
日
（
建
国
記
念
の

日
）
午
前
十
時
か
ら
肱
川
中
学

校
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
、
体
育
館
で
の
式
典
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
賓
多
数
参
列
の

も
と
、
団
長
以
下
百
六
十
人
が

出
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
消
防
団
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
団
員
の
確

保
を
図
ろ
う
と
、
新
し
く
ア
ポ

ロ
帽
が
採
用
さ
れ
来
賓
か
ら
も

好
評
で
し
た
。

開
式
宣
言
の
後
、
消
防
活
動

に
お
け
る
功
績
と
永
年
勤
続
に

対
し
て
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
披
露
の
後
、
県
知
事
・
県
消

防
協
会
長
等
か
ら
三
十
四
名
の

団
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。町
長
式
辞
の
後
、
愛
媛
県
知

事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
方

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
式
典
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鹿
野
川

河
原
に
お
い
て
ポ
ソ

プ
十
一
台
に
よ
る
一

斉
放
水
を
行
い
出
初

式
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。な
お
、
表
彰
さ
れ

た
団
員
の
皆
さ
ん
は

次
の
方
々
で
す
。
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績
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第
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吉
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博
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愛
媛
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消
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協
会
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(11名）

•
愛
媛
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知
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績
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喜
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連
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表
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一県消防協会長表彰を受ける上田班長
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第
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(3)前。⑲。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

あなたも応募してみませんか
‘第8屈全居flげミット”フォトコンテスト

このフォトコソテストは、平成11年10月に肱川町で 「第 8回全国川サミット in肱川」が開

催されることを記念して、ー級河川 「肱川」やその支流、並びに全国の河川の四季、水のあ

る風景を撮影した写真を募集し、川に対するイメ ージアップや河川施策に役立てようとする

ものです。みなさんの身近にある川や水のある景観等、多数のご応募をお待ちしています。

0応募方法
①作品名 ②氏名 ③住所 ④電話番号

⑤撮影場所（河川名）・年月日 ⑥作品のコメ

ソトをご記入の上、ご送付ください。

〇受付期間

平成11年 6月 1日～7月31日迄

＊当日消印有効

0応募資格
特に問いません。

0作品
●サイズは4切・ワイド 4切。

●白黒、カラ ーいずれも可。

●写真枚数はお一人様 5枚までとさせていた

だきます。

●撮影時期、季節にかかわらず、ご応募くだ

さし‘o

●写真は未発表のものに限ります。

0テーマ
川や水のある風景

0応募先
〒797-1592

愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74

肱川町役場風おこし課内

「第 8回全国川サミットin肱川」事務局宛

匹 (0893)34-2311

〇発表

平成11年 9月

＊入選作品については、「第 8回全国川サミッ

トin肱川」で公表します。

〇表彰

入選者には表彰を行うとともに、賞金と副賞

（肱川町特別町民章）を授与します。

1席 1点賞金 30万円
2席 2点賞金 10万円

3席 3点賞金 5万円

佳作 5点 肱川町特別町民章

〇注意事項

●応募作品は返却いたしません。

●入選（佳作以上）の通知を受けられた方は、

必ずネガ又はポジフィルムを提出してくだ

さし‘o

●入選作品の著作権は、当協議会に帰属する

ものとします。

〇主催

愛媛県肱川町、全国川サミット連絡協議会

0後援
建設省、愛媛県

n"躙
瓢
口
瓢
鰭
[
】

木
新
年
度

[

2
金
県
議
選
告
示

・
民
生
委
員
会

〈

3
土

(

4
日

〈

5
月

-

6
火

不
用
犬
引
取
り

[

7
水
町
議
選
立
候
補
予
定
者
説
明
会

-

8
木
小
学
校
入
学
式

{

9
金
中
学
校
入
学
式
・
肱
JI
分
校
入
学
式

i
1
1
日
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

1
月

[
1
5
木
不
燃
物
収
集
（
肱
川
右
岸
）

{
1
6
金
農
業
委
員
会

{
2
0
火

町
議
選
告
示
・
不
用
犬
引
取
り

(
2
1
水
定
例
部
落
長
会
・
古
紙
分
別
収
集

〈

2
3
金

.
2
5
日

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

{
2
9
木
み
ど
り
の
日

〈

30
金



前。R。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂瞬 (4)

保険料は前納（一括）払いが
お得です

4月中に 1年分、 または6カ月分をまとめて前納
すれば、保険料が割引きになる制度があります。

前納する場合、 前納する各月の保険料の利息相当

額を差 し引いた金額を納付します。

6カ月前納は毎年4月～ 9月(4月末日納期）と10
月～ 3月(10月末日納期）の期間となります。
お得ですので、ぜひご利用ください。

毎月納めた場合 前納した場合 割引額

定 1年前納
額 (13,300円X12月） 155,750円 3,850円

保

7681,カ5927月0,円8前4X納02 円険 159,600円 1,760円
料

定 付 1年前納
額 加 (13,700円X12月） 3,970円

160,430円
保＋保

6カ月前納
険 険 164,400円 1,820円
料料

811,62920,円58X02 円

平成11年4月から

年金額が改正されます

平成10年4月 翠 11年4月

老齢基礎年金 799,500円 804,200円

〔月額〕 〔66.625〕 〔67,017〕

老齢福祉年金 409,600円 412,000円

〔月額〕 〔34.133〕 〔34,333〕

攣
I I I I I I I I I I保険料の免除制度 II I I I I I I I I 
長い人生の間には、経済的な理由などからとうしても保険料を納められないときがあります。だ

からといって保険料を未納のままにしておきますと、将来年金を受けられなくなる場合があります。

保険料の納付が困難な場合には、免除制度がありますので、年金係までご相談ください。

免除には次の 2つがあります。

①生活保護法による生活扶助を受けて

法定免除 いる人
②障害基礎年金または被用者年金の障
害年金(1級、 2級）の受給権者

①所得の少ない人や病気やケガなどで
経済的に困難な人

申請免除 ②保険料の納付が困難な特別な理由の
ある人
③学生であり親元に扶養されている人
で親元の収入が一定基準以下の人

●免除が承認されますと、その期間は資格期間として

計算されますが、免除を受けた期間の年金額は、納

付した期間の年金額の 3分の 1になります。

●保険料の免除を受けた期間は、将来納められるよう

になった場合、 10年前までさかのぽって追納するこ

とができます。ただし、免除された当時の年金額に

一定の加算がつぎます。追納すると年金額は通常に

納付したことになります。

／ 亨／0／
学生の保険料免除

学生は一般に収入がないため、保険料は親が納める

場合がほとんどです。このため、親の負担が過大になっ

てしまうことがあります。このような問題を解決する

ため、学生については一般の免除基準とは別の免除基

準があります。

その免除基準とは、・ 親元世帯の所得控除など各種控

除後の所得が、学生の就学状況（同居 ・別居、国公立・

私立など）に応じて定める基準額を下回る場合は保険

料が免除され、超える場合は免除されないというもの

です。もろちん学生本人に所得があり、所得税が課せ

られている場合には、親の所得を問う前に免除されま

せん。
学生本人に

（ 学生本人に所得がない ‘)  

叫噂闘雪晶星状 1二ご、→
l 

←一一 免除される~:←-免除されない ー一ぅ

たとえば、会社員 4人世帯（子供 2人、う ち1人学

生）で国公立・同居の場合、年収675万円程度が免除、

非免除のライソとなり、別居の場合65万円程度、私立

の場合95万円程度がかさ上げされます。それぞれの形

態によって免除を受けられる範囲も変わりますので、

年金係までご相談ください。



(5)前。⑲。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂麟

「―------―＿一—- かかとが痛む人は一—-------------―― 7
：足のアーチを鍛える 足裏の筋肉を鍛える ： 

胃言if‘̀` i言量
2 たぐり終えたら、また足で広げる。 I 

区す。 l

ごヽ覧 （タオルつかみ運動） ！ 
r---------------_J 

2 かかとを下ろ
す。 1→2の動き
を1日に5~10分
繰り返す。

! （つま先立ち体操）

L--------------------------------------.J 

足
の
健
康
法

足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
い
て

い
た
り
、
悪
い
歩
き
方
を
し
て

い
る
と
、
足
の
あ
ち
こ
ち
が
痛

ん
だ
り
、
腫
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
続
く
と
、
足

の
変
形
な
ど
を
招
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
足
に
合
う
靴
を
履
き

正
し
い
歩
き
方
を
し
て
も
、
一

日
の
生
活
が
終
わ
れ
ば
、
や
は

り
足
は
疲
れ
ま
す
。
帰
宅
し
、

靴
を
脱
い
だ
ら
、
足
の
疲
れ
を

と
っ
た
り
、
痛
み
な
ど
の
症
状

が
進
ま
な
い
よ
う
、
足
を
き
ち

ん
と
ケ
ア
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
を
と
る
コ
ッ

●
か
か
と
が
痛
む
人

ヵ
ヵ
と
の
痛
み
を
訴
え
る
人

の
多
く
は
、
中
年
で
立
ち
仕
事

を
し
て
お
り
、
肥
満
し
て
い
る

人
で
す
。

こ
う
い
う
人
は
、
足
の
ア
ー

チ
を
支
え
る
筋
力
が
低
下
し
て

い
る
う
え
に
、
常
に
重
い
体
重

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
に
、
縦

の
ア
ー
チ
が
崩
れ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
か
と

に
力
が
入
っ
て
、
痛
む
の
で
す
。

そ
こ
で
縦
の
ア
ー
チ
を
鍛
え

る
た
め
「
つ
ま
先
立
ち
体
操
」

を
行
い
ま
す
。
何
度
も
つ
ま
先

で
立
つ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
、
縦
の
ア
ー
チ
が
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
（
図
参
照
）

足
の
裏
の
筋
肉
を
強
化
す
る

に
は
、
「
タ
オ
ル
つ
か
み
運
動
」

が
効
果
的
で
す
。
足
の
指
で

お
元

根ナ
1

―-
.. 

町
胃
昌

指
正
麟
仇
匂
霊
に
゜

親
矯
の
か
喜
磯
揺
翌

を

言

和
5
み
細
慣
に
と

-：
[口））
 

一
が
一
ゆ

f

r
 

が痛む人は一—------7

足の筋肉を鍛える

,n 
凸

□
足の指を全部広げ
たり元に戻したり
する。 1日5~10
分行う。最初は難
しくても、 5~6
日練習するうちに
できるようになる。

: （輪ゴム体操） （足の指を開く運動） ！ 
•L- -- -----------------------------------------------------! 

タ
オ
ル
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
こ
と

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
筋
肉
が

鍛
え
ら
れ
ま
す
。

●
親
指
の
つ
け
根
が
痛
む
人

親
指
の
つ
け
根
の
痛
み
は
、

外
反
母
趾
へ
と
進
む
危
険
を
知

ら
せ
る
サ
イ
ソ
で
す
。
靴
を
も

う
一
度
見
直
し
、
足
囲
が
合
っ

て
い
る
か
、
つ
ま
先
に
多
少
余

裕
が
あ
る
か
な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
上
で
、
親
指
の
骨
の
ゆ

が
み
を
矯
正
す
る
「
輪
ゴ
ム
体

操
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
足

の
親
指
と
親
指
の
間
に
輪
ゴ
ム

を
か
け
、
足
を
左
右
に
開
ぎ
ま

す
。
（
図
参
照
）

ま
た
、
「
足
の
指
を
開
く
運

動
」
を
行
い
、
足
の
筋
力
を
つ

け
ま
す
。
（
図
参
照
）

●
足
が
疲
れ
て
い
る
人

足
の
疲
労
回
復
に
は
、
入
浴

時
な
ど
に
簡
単
に
で
き
る
、
足

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
効
果
的
で
す
。

ま
ず
、
膝
を
伸
ば
し
て
座
り

手
で
足
の
指
を
つ
か
ん
で
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す
。

次
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
上
か
ら

下
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
筋
肉
を

ほ
ぐ
し
て
、
血
行
を
よ
く
し
ま

す
。
次
に
足
の
裏
に
あ
る
太
い

血
管
に
沿
っ
て
、
指
圧
し
ま
す
。

ま
た
、
か
か
と
や
第
2
指
と
第

3
指
の
根
元
を
中
心
に
、
押
さ

え
る
と
気
持
ち
の
よ
い
場
所
を

じ
っ
く
り
と
指
圧
し
ま
す
。

足
囲
の
部
分
を
両
手
で
つ
か

ん
だ
り
、
足
の
指
全
体
を
、
上

側
と
下
側
に
曲
げ
る
体
操
も
行

い
ま
し
ょ
う
。
気
持
ち
が
よ
い

だ
け
で
な
く
、
ア
ー
チ
の
強
化

に
な
り
ま
す
。

自
分
の
足
の
健
康
は
自
分
で

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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足が疲れている人は一

ふくらはぎの筋肉をほぐす

膝を伸ばして座る。足首を
直角に曲げ、足の指を手で
つかんで手前に引き、ふく
らはぎの筋肉を伸ばす。

ふくらはぎは、脚のなか
でいちばん疲れる場所。
筋肉に沿って、指や手の
ひらで、上から下によく
もみほぐす。

>

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------」

足の血行をよくする 足のアーチを強化する

足の裏には、内側と外側
に2本の太い血管が走っ
ている。ここに沿つて、
足をよく指圧する。また、
かかと（縦のアーチの根
元部分）や第2指、第3
指の根元も、押すと気持
ちがよい。 :
/
 

戸

≫
 

足囲⑪畢分を両手でつかみ、
足を細くして横のアーチを
つける。また、手のひらを
使って、足の指全体を折り
冊げたり、反らしたりする。
外反母趾傾向のある人は、
親指を内側に曲げるように
するとよい。



羽。＠。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表

（期間3月28日～4月2託釘

（町民憲章） 饂麟 (6)

期 間 時 間 行事内容 場 所 備考

3 /28 11 : 00-------- 開幕式 鹿野川園地

4 / 9-----29 9 : 00-------- 丸山公園花の店 丸山公國入り口

4 /10. 17. 24 10 : 00,....___, 
手づくりこんにゃく

丸山公園入り口
雨天等中止

実演販売 あり

4 / 16 8 : 00.-...., ゲートポー）レ大会 町民グランド

4 / 18 9 : 30~ 肱川町俳句大会 風の博物館

fl 9 : 30~ お大ホ今云 風の博物館

4 /24~29 11 : 00,,...___, 肱川えびね会 風の博物館
展示即売会

4 /29 9 : 00-------- 親子宝物さがし大会 風の博物館
雨天等中止
あり

舟
瓜
ぶ
ふ
ふ
ふ
ふ
羞
忍
誓
皐
誓
藁
象
星
羞
象
詈
言
翠
翠
鸞
羹
母

ゃ
ぐ
な
げ
ま
つ
り
の
ご
案
内
尋

〗
鹿
野
川
じ
翠
詈
詈
睾
羹
＾
笑
斎
璧
忍
詈
羞
＾
詈
喜
塁

帝
＾
ふ
磁
＾
翠
況
咎
窯
唸
念

春
本
番
を
迎
え
、
肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
鹿
野
川
し
ゃ
く
な

げ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

・

丸
山
公
園
及
び
鹿
野
川
園
地
で
は
、
桜
を
始
め
、
ヤ
マ
ブ
キ
・

し
ゃ
く
な
げ
・
エ
ビ
ネ

・
ツ
ッ
ジ
等
、
多
く

の
花
々
が
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

期
間
中
に
開
催
さ
れ
ま
す
行
事
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
し
ま
す
。

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に
つ

れ
て
山
菜
取
り
な
ど
で
野
山
に

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す。
ま
た
、
こ
の
時
季
は
特
に
空

気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
山
火
事
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
た

き
火
の
不
始
末
や
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
じ
た

不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
き
火
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

風
の
強
い
日
を
避
け
る
な
ど

気
象
状
況
に
注
意
し
ま
し
ょ

゜
ぅ
●
た
き
火
な
ど
を
し
た
後
は
、

水
や
土
を
か
け
る
な
ど
、
火

の
後
始
末
を
完
全
に
し
ま
し
ょ

。
ぅな
お
、

山
林
で
火
入
れ
を
行

う
と
き
は
、
市
町
村
長
の
許
可

と
消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
、
消

防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
林
野
で
の
火
の
取
扱
い
に
つ
い
て
1

『

．
り

h
.
h

ー
ー
，
ヽ
ヽ

r
．
ヽ
i

り
し
ヽ

i
~

ー
！
＂
り
り
ヽ

i

り
ー
ー

た

く

や

内
田
啄
也
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

平
成
9
年
2
月
2
2
日
生

2
歳
ー
カ
月

ベー⑮和 かたて毎てす
平氣 楽く遊日も゜は
2成愛？ しさんお甘末じ
歳 9梨り いんで兄えつめ
1年ち でいいちん
か 2 ゃ

因ま
するまやぼボし

月月ん °のすんう

26示
クて

で゜をだは

旦豆 直旦繁誓と‘冒
日がし‘つで

は
じ
め
ま
し
て
、
あ
い
り
で

す。
お
手
伝
い
が
大
好
き
な
ち
ょ
っ

と
お
ま
せ
な
女
の
子
、
毎
日
お

兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
い
ま
す
。

お父さん
誠さん

お母さん
カオリさん

お父さん
治夫さん

お母さん
初子さん



(7)前。＠。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 躙麟

V 
［ふれあい看護体験冷9:Iに
＼参加J¥Uま泄況＼か八）
看護週間の行事として 1日看護体験の参加
者を募集します。

0申込み方法

はがきに住所・氏名・年齢・職業・電話

番号・希望病院名・洋服サイズを記入す

る。

0申込みメ切り

4月9日（金）

0申込み先

〒790-0843

松山市道後町2丁目11-14

（社）愛媛看護協会内

愛媛県ナースセンター

名089-924-0848

羹
看護の心をみんなの心に

5月12日は
看護の日

4月1日から、高齢者の患者さんの
負担額が変わります

森外来の場合

1日につき500円→530円
※ただし、同一の医療機関に 1カ月に5日以上
通院した場合はその月の 5日目以降の通院に

ついては無料となります。

索入院の場合

1日につき1,100円→1,200円

※町民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福

祉年金を受給している方については、 1日に

つき500円に減額されます。

※町民税非課税の世帯に属する方等については、

1カ月の負担上限が35,400円に減額されます。

4
月
は
軽
自
動
車
税
の
課
税
月
で
す

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、

所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど

は
、
早
め
に
変
更
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
と
小
型
特

殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
役
場
税

務
係
へ
、
そ
れ
以
外
の
車
種
に

つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
協
会
、

又
は
陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き

四
月
は
、
子
供
た
ち
の
新
学

期
で
す
。
新
入
生
の
喜
び
を
奪

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
家
庭

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

特
に
自
転
車
通
学
一
年
生
は

初
め
て
の
遠
乗
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り

方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
家

族
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

お
出
か
け
の
前
に
、
も
う
一
度

交
通
ル
ー
ル
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

。
ぅ

11運

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま

す。◎
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場

合
役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
自
賠
責
保
険
の
変
更
が

で
き
ま
せ
ん
。

◎
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
や
、
車
体
を
紛
失
し

た
場
合
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
役
場
税
務
係
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死

亡
さ
れ
た
場
合
は
、
身
内
の
人

が
名
義
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
転
入
・
転
出
し
た
場
合

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
役
場
へ
返
却
し
、

新
住
所
地
で
届
出
を
し
て
新
た

に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の

ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取

る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を

出
し
、
そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度

も
あ
り
ま
す
。

<; ＜； <; :; :: <； <; :； <; :; :: ＜； :： :; <; <: ＜； <; <; <: ＜； ＜； ＜; <; <; <; <; :； <: ＜； 

：：ごみ処理料金が変わります：：
:: 4月から、ごみ処理料金が変わります。 ：： 

;; ．新料金表（指定袋）●

＃ 指定袋大指定袋中指定袋小 ： 
：： 改定前 30円 20円 1 5円 ：： 

：： 改定後 40円 3 0円 20円 ： 
<;<； ＜; ＃ # ＃ # <: ＃ ＜； <： # :: ＜: :: # <； ＃ # :: # <；く： ＃わ<:# # :: # #<; 



前。R。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟 (8) 

ともに成長していくことを願って

中
学
二
年
生
親
子
に
よ
る
植

樹
が
二
月
四
日
（
木
）
、
肱
川
中

学
校
少
年
式
の
記
念
行
事
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
四

十
七
人
が
少
年
式
を
迎
え
、

「
少
年
の
日
」
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

中
学
校
生
活
の
思
い
出
づ
く

り
と
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場

に
し
よ
う
と
、
先
生
と

P
T
A

が
植
樹
を
計
画
。
大
駄
場
の
望

湖
荘
下
の
斜
面
が
選
ば
れ
ま
し

こ。t
 こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
積

雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
親
子
が
協
力
し
て

「
桜
」
の
苗
木
を
一
本
づ
つ
植

え
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
「
立
派
な
木

に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い

を
込
め
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

今
後
十
年
、
二
十
年
と
経
っ

て
も
、
ふ
る
さ
と
肱
川
の
思
い

出
と
し
て
、
心
の
中
に
残
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
と
と
も
に
、
桜
の

木
も
立
派
に
成
長
し
て
、
見
事

な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

少
年
式
⑱
｀
空
国
）
⑱

小
鳥
の
楽
園

0:〕

ひ
な
流
し

〗二
1

中
央
老
人
ク
ラ
ブ
と
小
藪

てけ
老
人
ク
ラ
ブ
、
中
野
幼
稚
国

ヽヵ
に
よ
る
、
ひ
な
流
し
が
三
月

っ追

四

日
、
鹿
野
川
河
原
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

を様な
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
、

河
原
を
整
備
し
て
い
た
だ
い

ひおる

て

、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
お

ひ
な
様
を
祈
り
を
込
め
て
流

れ流

し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
お
祈
り
し
た
の
で
し
ょ

、。

う
カ山

鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

す
の
庭
に
は
、
巣
箱
が
三
個
作

ら
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

まり5
種
類
の
野
鳥
が
遊
び
に
来
て

い
ま
す
。

ヵサH

す
っ
か
り
懐
い
て
い
て
、

'`> し
事
務
所
周
辺
は
、
静
け
さ
の

ヽし
な
か
に
も
小
鳥
た
ち
の
鳴
き

ぉ

声
が
い
つ
も
聞
こ
え
て
き
て

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

《統一地方選挙投票日》
●平成11年4月11日（日）
愛媛県議会議員の選挙(4/2告示）

●平成11年4月25日（日）
肱川町議会議員の選挙(4/20告示）
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命
社
協
た
よ
り

郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
開
催

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修

会
が
、
二
月
二
十
四
日
、
肱
川

町

「
風
の
博
物
館
」
に
お
い
て
、

郡
内
の
民
生
委
員
約
百
二
十
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
本
格
的
な
少
子
、
高
齢
社

会
を
目
前
に
控
え
、
人
々
は
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
、
地
域
の
な

か
で
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
望
ん
で
お

り
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地

域
福
祉
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
基
盤
整
備

に
努
め
て
い
る
。

地
域
福
祉
の
時
代
と
い
わ
れ

る
今
日
、
地
域
住
民
の
身
近
な

相
談
、
支
援
者
と
し
て
民
生
児

童
委
員
の
果
た
す
役
割
は
、
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

「
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
資

質
の
向
上
と
連
携
の
強
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
活
動

促
進
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

午
前
中
は
、

「
望
ま
し
い
人

間
関
係
を
築
く
た
め
に
は
」
と

題
し
て
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
塚

本
三
朗
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、

「
自
由

討
議
」
と
し
て
分
散
会
を
行
い

ま
し
た
。

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
福
祉

問
題
に
参
加
者
は
一
生
懸
命
で

し
た
。

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
の
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小

藪

豪

本

治

雄

様

郷

兵

頭

富

美

子

様

森

兵

頭

ム

ラ

エ

様

社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
ー
三
月
）

ま
で
月
一
回
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
老

人
、
独
居
老
人
を

対
象
に
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
、
ニ

月
に
は
「
お
は
ぎ
」

を
作
り
弁
当
と

一
緒
に
配
り
ま
し

た
。
こ
の
「
お
は

ぎ
」
は
毎
年
、
民

生
委
員
女
性
部
の

六
人
全
員
が
早
朝

か
ら
出
て
つ
く
り

ま
し
た
。

手
作
り
の
「
お

躙麟

肱川町社会福祉協議会

8 (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

は
ぎ
」
を
も
ら
い
大
変
喜
ん
で

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
民
生
委

員
女
性
部
で
は
、
さ
さ
や
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
「
ま
ご
こ
ろ
」

を
お
届
け
し
よ
う
と
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
お
は
ぎ
」
作

り
に
、
福
田
保
さ
ん
、
後
藤

忠
さ
ん
、
山
本
節
子
さ
ん
に
材

料
を
寄
贈
頂
き
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

おいしい「おはぎ」ができました

老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し
た

魚
料
理
教
室
が
大
谷
、
小
藪
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
十
二
日
は
大
谷
老

人
ク
ラ
ブ
、
二
月
二
十
五

日
は
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
と

二
回
に
分
け
、
大
洲
市
の

西
村

・
菊
池
両
講
師
を
ま

ね
い
て
行
い
ま
し
た
。
魚

の
料
理
は
思
う
よ
う
に
は

な
ら
ず
、
参
加
者
は
皆
一

生
懸
命
だ
っ
た
よ
う
ズ
す
。

両
ク
ラ
ブ
と
も
鯛
の
刺

身
、
南
予
地
方
の
郷
土
料

理
「
福
め
ん
」
を
作
り
、

出
来
上
が
っ
た
料
理
を
老

小藪老人クラブによる魚料理教室

人
ク
ラ
ブ
会
員
全
員
、
又
先
生

と
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

魚

料

理

教

室

開

催

小
藪
・
大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
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経営基盤強化林業構造改善事業

（担い手育成咽）今年度からスタート
,．
 

鳳、、、`＼、二、、、、 総事業費 94,859千円 贔`` ｀`` ｀`` ｀`` 冒

平
成
十
年
度
、
肱
川
流
域
町

村
（
長
浜
町
・
内
子
町

｀
肱
川

町
・
河
辺
村
・
城
川
町
）
は
林

野
庁
よ
り
経
営
基
盤
強
化
林
業

構
造
改
善
事
業
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。
肱
川
町
に
お
い
て
は
、

表
1
「
経
営
基
盤
強
化
林
業
構

造
改
善
事
業
（
平
成
十
年
度
認

定
）
」
の
と
お
り
、
事
業
が
認

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
九
月
補
正
予
算

で
事
業
費
を
計
上
し
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
け

る
事
業
の
内
容
は
表
2
「
平
成

十
年
度
経
営
基
盤
強
化
林
業
構

造
改
善
事
業
」
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

当
町
の
林
業
振
輿
に
つ
き
ま

し
て
は
、
森
林
組
合
が
中
心
と

な
り
各
種
の
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
除
・
間
伐
の
推
進

に
よ
る
育
林
や
、
林
道
開
設
等

に
よ
る
基
盤
整
備
、
担
い
手
育

成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
性
の
高
い
林
業

の
確
立
と
生
活
環
境
の
整
備
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

林
構
だ
よ
り

表1 経営基盤強化林業構造改善事業（平成10年度認定）

林道中津・大窪線

着 工

L =512. 7m 

事業種目 事業主体 事業費 事業内容

280千円 林構だより発行
組織化推進活動事業 肱 ) | | 町

144千円 地域協議会開催

受委託推進路網整備事業 肱川町森林組合 94,435千円 林道中津大窪線開設

計 94,859千円

林
道
中
津
大
窪
線
は
当
町
中

津
地
区
よ
り
、
野
村
町
大
窪
地

区
を
結
ぶ
林
道
と
し
て
、
か
ね

て
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
路
線
で

す
。
肱
川
町
で
は
去
年
九
月
定

例
議
会
に
お
い
て
幹
線
林
道
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
道
中
津
大
窪
線
の
計
画
は

延
長
一
五

0
0
m
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
利
用
対
象
区
域
面
積

表2 平成10年度経営基盤強化林業構造改善事業

事業種目 事業主体 事業費 事業内容

組織化推進活動事業 肱 J I I 町 140千円 林構だより発行

受委託推進路網整備事業 肱川町森林組合 34,300千円 林道中津大窪線開設

計 34,440千円

林
道

中
津
・
大
窪
線

は
四
一

ha
で
伐
期
及
び
間
伐
実

施
時
期
を
む
か
え
て
い
る
林
分

も
多
く
、
森
林
施
業
の
推
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
年
度
に
お
い
て
は
、

五
―
ニ
・
七

m
の
開
設
を
行
い

ま
し
た
。
残
り
九
八
七
・
三

m

に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
整
備

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
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二
月
二
十
六
日
、
城
川
町
に

お
い
て
「
城
川
・
喜
多
地
域
林

業
活
性
化
協
議
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
城
川
町
・
長
浜
町
・

内
子
町
・
肱
川
町
・
河
辺
村
の

林
業
構
造
改
善
事
業
関
係
者

（
林
家
代
表
者
・
森
林
組
合
長
・

市
町
村
担
当
課
長
）
及
び
県
出

張
所
の
担
当
者
が
出
席
し
、
林

業
構
造
改
善
事
業
の
推
捗
状
況

及
び
今
後
の
計
画
、
林
業
振
興

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は

林
業
構
造
改
菩
事
業
が
肱
川
流

域
町
村
で
指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
に
付
随
す
る
ソ
フ
ト
事
業

で
あ
り
、
連
携
し
て
事
業
を
推

進
し
て
い
く
体
制
を
確
立
す
る

為
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
町

村
に
お
い
て
も
担
い
手
不
足
に

直
面
し
て
お
り
、
経
営
基
盤
整

備
や
山
村
の
生
活
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
事
例
が
報

告
さ
れ
、
今
後
も
肱
川
流
域
で

連
携
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
協
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

城川・喜多地域

林業活性化推進

協議会開催

（城川町）

城
川
・
喜
多
地
域
林
業
活
性
化

協
議
会
風
景

林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
林

業
基
本
法
に
基
づ
き
、
林
業
総

生
産
の
増
大
、
林
業
生
産
性
の

向
上
、
林
業
従
事
者
の
所
得
の

増
大
を
目
的
に
、
小
規
模
林
業

経
営
の
規
模
拡
大
、
林
業
経
営

の
基
盤
の
整
備
拡
充
、
近
代
的

な
林
業
生
産
施
設
の
導
入
な
ど
、

林
業
の
構
造
改
善
を
総
合
的
に

推
進
す
る
事
業
と
し
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

肱
川
町
に
お
い
て
は
昭
和
四

十
三
年
度
か
ら
第
一
次
林
業
構

造
改
善
事
業
が
開
始
さ
れ
て
以

来
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
第

二
次
林
業
構
造
改
菩
事
業
、
昭

和
五
十
七
年
度
よ
り
新
林
業
構

造
改
善
事
業
、
平
成
四
年
度
よ

り
林
業
山
村
活
性
化
林
業
構
造

改
善
事
業
、
平
成
十
年
度
よ
り

経
営
基
盤
強
化
林
業
構
造
改
善

事
業
と
、
そ
の
時
代
に
即
応
し

た
内
容
の
事
業
を
取
り
入
れ
、

体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

現
在
、
肱
川
町
に
お
け
る
森

林
面
積
は
約
四
六

0
0
h
a
を
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
て

造
林
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き

た
結
果
、
人
工
林
が
約
二
六
〇

o
h
a、
人
工
林
率
も
五
五
％
と

な
り
、
年
々
蓄
積
を
増
大
さ
せ

平
成
九
年
度
林
業
構
造
改
善

事
業
に
お
い
て
導
入
し
た
「
森

林
G
I
S
（
森
林
地
理
情
報
管

理
、
ソ
ス
テ
ム
）
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。「
森
林

G
I
S
」
と
は
、
パ

ソ
コ
ソ
に
よ
っ
て
国
土
調
査
の

図
面
と
森
林
の
情
報
が
同
時
に

解
析
・
処
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
の
森
林
G
I
S
に
よ

利森

用林

にG

つl
ぃs
ての

り
自
分
の
所
有
す
る
森
林
の
所

在
・
境
界
を
確
認
（
図
面
上
）
で

き
る
ほ
か
、
森
林
の
情
報
（
面

積
・
地
目
・
樹
種
・
林
齢
等
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
為
、
森
林
の
適
正
な
育

成
・
管
理
の
為
に
必
要
な
施
業

や
、
作
業
効
率
の
高
い
作
業
路

網
計
画
等
、
迅
速
に
ご
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

農
閑
期
や
雨
天
時
等
を
利
用

し
て
、
是
非
ご
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
（
肱
川
町
森
林
組
合
）

森
林
G
_
S
の
画
面

パ
ソ
コ
ン
を
見
な
が
ら
、
施

業
計
画
も
。

林業構造改善

事業のあゆみ

と今後の方針

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人

工
林
に
お
い
て
は
三
五
年
生
以

下
の
若
齢
林
が
七
一
％
を
占
め

て
お
り
、
今
後
も
保
育
・
間
伐

等
の
適
正
な
施
業
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
然
林
に

つ
い
て
は
森
林
面
積
の
四

0
%

に
あ
た
る
、
約
一
九

0
o
h
a
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も

ク
ヌ
ギ
林
は
本
町
の
主
幹
作
物

で
あ
る
し
い
た
け
の
栽
培
に
必

要
な
原
木
を
十
分
に
確
保
で
き

る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
需
要
に
配
慮
し
た
安
定
的
な

供
給
体
制
を
整
備
し
、
有
効
利

用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、
森
林
は
木
材
生
産
の

役
割
だ
け
で
な
く
、
水
源
か
ん

養
・
士
砂
流
出
に
よ
る
災
害
の

防
止
な
ど
公
益
的
機
能
の
発
揮

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。現
在
、
林
業
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
林
家
及
び
林
業
労
働
者
の

高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の
減
少

や
、
材
価
の
低
迷
等
、
近
年
の

社
会
、
経
済
構
造
の
大
き
な
変

化
の
な
か
で
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
町
に
お
い
て

は
第
一
次
か
ら
続
く
林
業
構
造

改
善
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活

用
し
、
林
業
に
お
け
る
生
産
基

盤
の
強
化
や
就
労
環
境
の
改
善

に
努
め
る
た
め
の
施
策
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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挨拶をする河野代表理事組合長

去
る
二
月
十
六

日
、
肱
川
町
風
の

博
物
館
に
於
い
て
、

第
四
十
八
回
通
常

総
代
会
が
開
催
さ

れ
た
。
総
代
会
に

は
、
八
幡
浜
地
方

局
大
洲
出
張
所
、

逸
見
享
林
業
課
長
、

県
森
連
今
井
央
常

務
理
事
、
財
団
法

人
日
本
き
の
こ
セ

ソ
タ
ー
四
国
事
務

所
林
左
内
所
長
、
肱
川
町
森
繁

助
役
、
町
内
団
体
の
方
の
ご
臨

席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
河
野
代

表
理
事
組
合
長
挨
拶
の
後、

議

長
に
松
本
金
次
郎
氏
を
選
任
し

て
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
十
三
号
議

案
ま
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
終

了
し
た
。
総
代
会
付
議
事
項
、

出
資
金
計
画

・
運
営
の
基
本
方

針
は
次
の
通
り
で
す
。
組
合
員

の
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

第48回 総代会付議事項

1．平成10年度事業報告書 ・貸借対照表 ・損益計算書及び剰

余金処分案承認の件

2．平成11年度事業計画書承認の件

3．平成11年度借入金最高限度額の件

限度額 210,000,000円

既借入額 194,879,000円

新規借入額 15,121,000円

4．乎成11年度余裕金預入先決定の件

肱川農業協同組合

5．組合員に対する貸付金の最高限度額（特別法令によるも

のを除く）及び債務保証最高限度額並びに貸付金，売掛

金等の利率決定の件

ィ、貸付金最高限度額 7,000,000円

ロ、債務保証最高限度額 1,000,000円

ハ、貸付金・仮渡金・前渡金・売掛金等の利率

年率10.0％以内延滞料14.6％以内

6．経費の賦課並びに徴収の件

林道開設改良組合員割

7．手数料及び利用料徴収の件

イ．販売手数料 販売品売上代金の 5％以内

ロ．林産手数料林産経費の 5％以内

ハ． 造林補助金事務取扱手数料 取扱い金額の10％以内

二．森林造成事業手数料 取扱い金額の14％以内

ホ．農林漁業資金取扱手数料 取扱い金額の1.5％以内

へ． 受託事業手数料取扱い金額の14％以内

ト．施設及び機械利用料 別紙の通り

面積割とする。

8．森林総合整備事業実施の件

造林他 292ha 49,002千円

9．団地施業計画実施の件

更新嵯峨谷団地 363ha

10．経営基盤強化林業構造改善事業実施の件（広域）

林道開設 中津大窪線 480m 27,300千円

11．県単独林道整備事業実施の県

作業道開設 萩原線外3路線 1,020m 52,000千円

作業車路開設 山鳥坂2号線外29路線 15,000m 

15,000千円

12．理事及び監事の報酬の件

理事 7,438,000円以内

監事 562,000円以内

13．その他

付帯決議事項の件

本議案の決議事項について、軽微な事項の修正及び行政

庁より指示があった場合には、本旨に反しない範囲におい

て修正するこ とを理事に一任する。

平成11年度内の報酬額

出資金計画

出資目標額

300.000□60.000.000円
平成10年度末出資額
276.379□55,275.800円
平成11年度増資目標額
23.621□4,724.200円
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総

括
健
全
な
る
森
林
の
造
成
施
業
等
、

林
業
振
興
事
業
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
木
材
、
椎
茸
価
格
の
低

迷
が
つ
づ
き
極
め
て
厳
し
い
情

勢
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
こ

そ
地
域
林
業
の
担
い
手
に
ふ
さ

わ
し
く
活
動
が
出
来
る
組
合
体

制
の
強
化
を
は
か
り
つ
つ
各
種

事
業
の
拡
大
充
実
を
は
か
り
森

林
の
保
全
と
生
産
性
の
向
上
に

努
め
る
。

指
導
部
門

1
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
の

推
進
と
育
林
技
術
の
向
上

2
共
同
及
び
協
業
体
制
の
確
立

を
す
す
め
、
林
業
経
営
の
近

代
化

3
森
林
の
公
益
機
能
の
確
保
に

関
す
る
事
業
の
推
進

販
売
部
門

1
木
材
、
椎
茸
、
緑
化
木
、
そ

の
他
の
系
統
共
販
を
推
進

2
間
伐
、
除
伐
施
業
協
業
に
よ

る
林
産
事
業
を
拡
充

3
椎
茸
共
同
選
別
、
共
同
計
算

の
成
果
向
上

4
椎
茸
加
工
品
の
生
産
販
売
の

拡
大

購
買
部
門

1
優
良
山
行
苗
木
を
生
産
し
斡

旋
2
生
産
資
材
の
斡
旋
、
系
統
購

買
を
推
進

利
用
部
門

1
林
道
、
作
業
道
、
林
内
作
業

車
道
の
開
設
を
推
進

2
受
託
森
林
造
成
事
業
の
拡
充

と
、
森
林
経
営
事
業
の
実
施

3
椎
茸
楕
場
造
成
事
業
を
実
施

4
木
材
利
用
拡
大
事
業
の
推
進

金
融
部
門

1
組
合
員
に
対
す
る
林
業
振
興

事
業
資
金
の
貸
付

2
制
度
資
金
を
活
用
し
林
業
経

営
の
近
代
化

管
理
部
門

1
職
員
の
資
質
の
向
上

2
健
全
な
組
合
運
営
と
活
動
を

展
開

3
肱
川
グ
リ
ー
ソ
サ
ー
ビ
ス
会

員
の
増
員
強
化

4
森
林
組
合
広
域
合
併
の
研
究

早
春
の
良
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
皆
様
方
に
は
色
々
と
農

作
業
の
準
備
な
ど
忙
し
く
な
っ

て
お
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
参
り
ま
し
た
J

A
合
併
に

つ
き
ま
し
て
は
四
月
一
日
「
J

A
愛
媛
た
い
き
」
と
し
て
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
事
業
又
運
営
に
つ
い
て
詰
め

の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が

そ
の
中
で

J

A
た
い
き
の
役
員

と
総
代
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
―
―
―

月
一
日
各
部
落
か
ら
の
推
せ
ん

委
員
に
よ
り
推
せ
ん
会
議
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
役
員
は
合
併
当

初
は
任
期
が
一
年
、
総
代
は
任

期
が
三
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

理
事
二
名
は
現
在
の
常
勤
、

監
事
一
名
は
現
在
の
代
表
監
事

が
候
補
者
と
し
て
推
せ
ん
さ
れ

ま
し
た
。
尚
次
年
度
か
ら
の
推

せ
ん
委
員
四
名
に
つ
い
て
の
地

区
設
定
は
中
央
地
区
、
宇
和
川
、

大
谷
、
予
子
林
の
四
地
区
で
各

一
名
。
総
代
の
選
挙
区
は
、
中

央
地
区
一
六
名
（
内
女
性
二
名

は
全
区
か
ら
）
宇
和
川
地
区
一

0
名
、
大
谷
地
区
八
名
、
予
子

林
地
区
五
名
、
合
計
三
九
名
に

設
定
を
さ
れ
各
部
落
の
割
り
振

り
が
決
ま
り
ま
し
た
が
人
選
は

四
月
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

J

A
肱
川
は
、
昭
和
二
十
三

年
八
月
十
五
日
設
立
さ
れ
て
か

ら
五
十
一
年
に
な
り
ま
す
が
、

政
治
・
経
済
・
農
業
問
題
は
大

き
く
変
わ
り
県
下
の

J

A
は一

0
J
A
構
想
が
九
0
％
実
現
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
．

愛
媛
た
い
き
に
お
き
ま
し
て

も
皆
様
方
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
安
心
と
期
待
に
応
え
る
力
強

い
J

A
と
し
て
発
展
を
し
て
参

り
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
肱
川
中
央
支
所
、
各
事

業
所
と
も
に
今
迄
通
り
事
業
の

推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

又、

J
A
の
広
報
紙
も
新
た

に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
の
変
化
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

肱
川
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
鉾

岩

勉

役
職
員
一
同

J

A
肱
川
が

四
月
よ
り
愛
媛
た
い
き
に

4
月
7
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪

方
面

4
月
8
日
（
木
）
岩
谷
方
面

4
月
12
日
（
月
）
中
津
方
面

4
月
21
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪

方
面

4
月
22
日
（
木
）
岩
谷
方
面

4
月
26
日
（
月
）
中
津
方
面

L

P

G
配

達

予

定

表

4
月
1
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
乎

4
月
3
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

4

月
5

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

4
月
7
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

4
月
9
日
（
金
）
久
保

4
月
12
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

4
月
14
日
（
水
）
犬
返
り
・
篠
谷

下
石
丸
・
滝
山

萩
野
尾

4
月
16
日
（
金
）
広
常
・
影
地

4
月
19
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
口

汗
生

4
月
20
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

4
月
21
日
（
水
）
鹿
野
川

4
月
23
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

4
月
26
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
赤
岩

道
野
尾

4
月
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

4
月
30
日
（
金
）
敷
水
・
菟
野
尾
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！ 優良材生産は直材づくりから．I

県森連市況
平成11年 2月26日市

大洲木市 （単位面当り 円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 cm 本 389本 286本 443本 349
8 cm 本 440本 344本 608本 617

4m  17,000 11,900 35,000 22,400 18cm上22,000
18 CID 18,500 12,500 35,500 26,800 ね4cm上29,000
2 4 cm 17 000 11 900 37 000 28 500 30cm上34000 
7 CJD 本 200本 169本 222本 169
8 cm 本 231本 本 355本

3m  
11 cm 13,000 18,900 
13 CID 19,200 13,600 30,000 22,800 18cm上19,000
18 cm 17,600 11,700 29,700 24,700 24cmJ:. 24,000 
24 cm 17 400 10 000 28 000 18 800 30cm上
7 CID 
本本 一一
本一 本 一 本 一

2m  8 cm 本一 本一 本一
16 CID 1303cmcmJ: 上
30 cm 

6m  1 3 cm 上上
22,700 18,000 50,400 37,000 

18 cm 20 900 17 500 45 900 38 900 
特選 203,900 

足 場 lm当たり 円～円

備考
桧枝打材は買気強いも、一般材3M・ 6M柱保合。
小径材、中目材は保合

--91=そ-—
¢ 

～ 椎茸市況・
,’• ———--= 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I

屠一椎茸市況（松山椎茸市場） I

市売日•••乎成11年 1 月 25 日
市売数羹・・537ケース 9, 170kg 
平均単価 3,557円
銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 3,000 ~ 3,800 月号
大 厚 4,000~ 4,850 目忌 特用中 3,400 ~ 4,500 保
中 厚 5,000 ~ 6,000 保 特用中小 3,000 ~ 4,000 保
中小厚 4,000 ~ 5,500 保 特用小 2,000 ~ 3,000 保
4ヽ 厚 3,200~ 3,800 保 大パレ 1,800 ~ 2,400 号号
大ウス 4,000 ~ 4,800 蒻 中パレ 2,200 ~ 2,800 蔀号
中ウス 3,800 ~ 5,000 保 中小パレ 2,000 ~ 2,600 亜号
中小ウス 3,600 ~ 4,500 保 IJヽ パレ 1,200 ~ 1,600 目忌
4ヽ ウス 3,000 ~ 4,000 保 変 形 2,000 ~ 3,000 亜号
ジャミ 1,800 ~ 2,600 保 色悪ウス 1,800 ~ 2,600 蔀忌
どんこ大 ～ 色悪パレ 600 ~ 1,200 甜号
どんこ中 ～ 4粒トヘノコ ～ 

どんこ小 ～ スライス 1,500 ~ 6,000 強

！
！
！
！
！
！
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！
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よ
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子
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市
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秋
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休
に

り
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は
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一

走
価
市
遅

、
単
月
取

は
均

2

採

一

市

平

り

で

一

一

初
り
よ
の

一

度
よ
に
し

年
市
れ
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回

遅
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宝の山をお金に換える

このご時世に間伐をしても、結構儲かります。

我々林業課指導員が行っていた大洲市松尾山の間伐実践

事業が終わったことは前にお伝えしましたが、結果がでま

したので簡単にお伝えします。

【概要】

面積 0.94ha（スギ10%、ヒノキ90%)

出荷材積 70.3m3、売上げ額 1,394千円

必要経費（道具、機械、燃料、賃金等）819千円

利益 1,394千ー819千＝575千円

必要経費の中の道具や機械費の中には新規購入したもの

もあり、実際にはもっと安くなると思われます。

また、この計算には、林業課職員が行った労務分を、労

務賃に入れていないのですが、これを計算に入れたとして

も利益があると思われます。ましてや、間伐作業を自らが

行ったとしたらどうでしょう。

今回は、実践事業ということで、プロセッサや架線など

高性能機械を用いましたが、作業道さえ開設すれば、林内

作業車で十分施行が可能です。

ここで簡単な数字を紹介しますが、

(1面を委託施行にて販売した場合）

伐採・搬出にかかる経費

10,000円

トラ ック運搬経費

3,000円

木材市場等の手数料

2,200円

計 15,200円

これが、委託施行でなければその分儲けが多くなります。

皆さん、材価が安いからといって間伐をしないのはいか

がでしょうか。間伐の目的は収入を得るためだけではなく

山を健全に保つためのものでもあります。

下刈りにしても、枝打ちにしても、下草や枝を売って儲

けるわけではありません。間伐はこれらと同じ、大切な保

育作業です。

また、材価が安いからといって儲からない訳じゃありま

せん。

工夫すれば儲かります。

では、どうすれば間伐してお金が稼げるでしょうか。

●林内作業道をつけましょう。 (900円／m)

●間伐作業は夫婦で楽しくやりましょう。

（ウイソチ付き林内作業車は女性の手でも軽々）

●搬出は木が軽くなってからが楽

（菓枯らし乾燥によりスギは重量が半減）

●林内作業車がなければ森林組合でレソタルもできます。

●道路まで木を出せば、森林組合が集めて市場まで運んで

くれます。

今、国産材の供給は20％と少なくなっています。先代か

ら受け継がれた山の木を、外材にとって食われないように

するには間伐して材を出すことが必要です。

林業改良指導員松岡真悟

——· • 一一= = = • 一• ’ 
-’ 
一
． ・ 一、9

•一 --
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家
庭
菜
園
の
楽
し
み

暦
も
三
月
の
後
半
と
な
り
、
ま

も
な
く
花
の
季
節
、
春
爛
漫
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
発
行
さ
れ
る
時
期

に
合
っ
た
内
容
を
記
載
す
る
よ
う

心
が
け
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
月
号
で
お
し

ま
い
で
す
。
長
い
間
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
最
終
回
は
家
庭
菜
園
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

①
栽
培
は
ま
ず
土
作
り
か
ら

植
物
を
健
全
に
生
育
さ
せ
、
本

来
の
味
や
特
性
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
根
を
い
か
に
健

全
に
張
ら
せ
る
か
が
、
第
一
に
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
有
機

物
を
施
し
、
土
を
団
粒
化
さ
せ
て

通
気
性
・
保
水
性
・
排
水
性
を
良

く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
有
機
物
の
中
で
も
家
畜

糞
尿
か
ら
作
ら
れ
た
堆
き
ゅ
う
肥

は
、
肥
料
成
分
を
含
ん
で
い
る
の

で
、
施
す
際
は
注
意
が
必
要
で
あ

る。②
密
植
は
ダ
メ

家
庭
菜
園
は
そ
も
そ
も
が
贅
沢

を
楽
し
む
も
の
：
．
。
チ
マ
チ
マ
と

密
植
せ
ず
に
豪
快
に
植
付
け
よ
う
。

株
間
や
条
間
の
取
り
方
は
、
そ

の
野
菜
が
一
番
大
き
く
な
っ
た
時

の
姿
を
想
像
し
、
少
し
葉
が
触
れ

合
う
程
度
に
ゆ
っ
た
り
と
株
間
・

条
間
を
と
る
。

③
肥
料
は
少
な
目

家
庭
菜
園
で
は
つ
い
つ
い
肥
料

を
多
め
に
振
り
が
ち
で
、
肥
切
れ

を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
な

、0し土
や
野
菜
の
た
め
に
も
思
い
切
っ

た
肥
料
の
減
量
を
1
.

前
作
で
葉
っ
ぱ
が
や
た
ら
大
き

か
っ
た
り
、
草
勢
が
強
す
ぎ
た
り

し
た
と
き
は
、
思
い
切
っ
て
無
肥

料
で
栽
培
し
て
み
よ
う
。
よ
っ
ぽ

ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
追
肥
で

ま
か
な
え
る
。

④
農
薬
は

「
初
期
に
上
手
に
最
小

限
！
」家
庭
菜
園
で
は
な
る
べ
く
農
薬

は
か
け
た
く
な
い
も
の
。
初
期
防

除
を
心
が
け
、
防
除
は
必
要
最
小

限
に
。

二
、
楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト

家
庭
で
栽
培
す
る
野
菜
は
、
新

鮮
で
栄
養
価
が
高
く
、
安
全
で
味

が
良
い
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
。

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
色
々
な
野
菜
を
少
し
ず
つ
作
る

こ
と
。

②
同
じ
野
菜
で
も
品
種
と
播
種
期

を
組
み
合
わ
せ
て
、
な
る
べ
く
長

い
間
収
穫
が
楽
し
め
る
よ
う
に
作

る
こ
と
。

③
病
害
虫
が
発
生
す
る
前
か
ら
、

早
め
に
収
穫
し
て
食
べ
る
こ
と

（
間
引
き
収
穫
の
活
用
）
。

④
他
の
人
の
食
べ
方
も
研
究
を
す

る
こ
と
。

⑤
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
栽

培
法
や
食
べ
方
の
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
。

野
菜
の
栽
培
は
、
品
目
に
よ
っ

て
は
コ
ツ
が
も
の
を
言
う
よ
う
な

栽
培
技
術
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
家
庭
菜
園
は
元
々
は
自

分
が
楽
し
む
た
め
の
も
の
。
難
し

く
考
え
な
い
で
、
気
楽
に
取
り
組

み
、
思
い
思
い
の
や
り
方
で
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
！

＿
水

稲

―

早
期
栽
培
米
の
管
理

＿

施

肥

早
期
に
栽
培
さ
れ
る
”
コ
シ
ヒ

カ
リ
“
ゃ
‘
”
あ
き
た
こ
ま
ち
“

は
倒
伏
し
や
す
く
、
ま
た
、
い
も

ち
病
に
弱
い
た
め
、
基
肥
は
控
え

め
に
し
て
穂
肥
に
重
点
を
置
い
た

施
肥
に
し
ま
す
。

基
肥
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
専
用
塩
加

燐
安
8
8
4
を
一

0
a
当
た
り
二

0
ー
三

0
k
g、
”
あ
き
た
こ
ま
ち

“
で
三

0
k
gを
目
安
と
し
ま
す
が
、

地
力
や
前
作
に
よ
っ
て
加
減
し
ま

す。ニ
病
害
虫
対
策

い
も
ち
病
、
ウ
ソ
カ
・
ヨ
コ
バ

イ
類
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
対
策

と
し
て
、
移
植
前
日
か
当
日
に
露

払
い
し
て
か
ら
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
プ

リ
ソ
ス
粒
剤
を
一
箱
当
た
り
五
〇

g
を
均
一
に
散
布
し
軽
く
灌
水
し

ま
す
。ま
た
、
補
植
用
の
苗
を
長
期
間

本
田
に
放
置
し
て
お
く
と
、
そ
れ

が
い
も
ち
病
の
発
生
源
に
な
り
ま

す
の
で
早
め
に
取
り
除
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

=

―

移

植

裁
植
密
度
は
面
当
た
り
十
八
株

程
度
と
し
、
植
え
付
け
本
数
は
株

当
た
り
―
―
―
ー
四
本
と
し
ま
す
。
植

え
付
け
本
数
が
多
い
と
ひ
弱
な
分

け
つ
に
な
り
、
病
害
虫
の
発
生
や

倒
伏
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

補
植
は
、
連
続
し
た
欠
株
が
な

い
よ
う
で
し
た
ら
し
な
く
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
欠
株
率
が
五
％
以

内
な
ら
収
量
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん。四
除
草
剤
散
布

カ
ル
シ
ョ
ッ
ト

L
フ
ロ
ア
ブ
ル

は
移
植
し
て
三
ー
五
日
後
、
ウ
ル

フ
エ
ー
ス
1
屈
粒
剤
は
五
ー
七
日

後
、
プ
ロ
ス
パ
ー
1
屈
粒
剤
は
五

l
-
0
日
後
に
散
布
し
ま
す
。

カ
ル
シ
ョ
ッ
ト

L
フ
ロ
ア
ブ
ル

は
使
用
前
は
軽
く
容
器
を
振
り
ま

す
。
散
布
の
際
は
水
の
出
入
り
を

止
め
て
灌
水
状
態
に
し
て
、
散
布

後
三
ー
四
日
は
田
面
を
露
出
さ
せ

た
り
、
落
水
、
か
け
流
し
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
砂
質
田
や
漏

水
田
、
軟
弱
苗
や
浅
植
の
水
田
で

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

五
初
期
の
水
管
理

こ
の
時
期
は
、
気
温
が
低
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
移
植

後
は
活
着
す
る
ま
で
は
深
水
と
し

低
温
に
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。―
果
樹
の
管
理

―

栗
の
管
理

＿
接
ぎ
木
の
管
理

台
木
か
ら
出
た
芽
は
大
き
く
な

ら
な
い
う
ち
に
早
め
に
全
部
芽
か

ぎ
し
ま
す
。
し
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
す
る
と
接
ぎ
穂
の
生
育
が

悪
く
な
り
ま
す
。

二

防

除

コ
ウ
モ
リ
ガ
は
こ
の
時
期
に
株

も
と
の
草
に
寄
生
し
た
後
、
栗
の

樹
に
は
い
上
が
り
新
梢
や
幹
に
侵

入
し
ま
す
。
株
も
と
の
草
刈
り
を

行
い
、
被
害
の
軽
減
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。
す
で
に
幹
に
侵
入
し
て

い
る
も
の
に
は
穴
に
ス
ミ
チ
オ
ソ

を
注
入
し
ま
す
。

ク
ス
サ
ソ
は
四
月
下
旬
か
ら
五

月
上
旬
に
孵
化
し
ま
す
。
分
散
す

る
と
防
除
が
困
難
に
な
り
ま
す
の

で
、
孵
化
直
後
に
防
除
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
果
樹
の
管
理

＿
ゆ
ず
の
訪
花
害
虫
防
除

ゆ
ず
の
花
が
咲
く
と
蜜
や
花
粉

を
求
め
て
ハ
ナ
ム
グ
リ
や
ケ
シ
キ

ス
イ
が
飛
来
し
子
房
を
傷
つ
け
て

品
質
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

訪
花
害
虫
の
防
除
は
、
三
分
咲
き

頃
と
満
開
期
の
二
回
、
ス
ミ
チ
オ

ソ
乳
剤
、
オ
ル
ト
ラ
ソ
ナ
ッ
ク
水

和
剤
を
散
布
し
ま
す
。
散
布
す
る

時
間
帯
は
、
虫
が
花
に
多
く
飛
来

し
て
い
る
午
前
中
が
最
適
で
す
。

二

柿

の

摘

菅

摘
箭
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

果
実
肥
大
を
良
く
す
る
と
と
も
に

花
芽
分
化
を
良
く
し
て
隔
年
結
果

防
止
に
な
り
ま
す
。

摘
箭
の
時
期
は
開
花
前
一
ヶ
月

で一五,,__,
I
 

0
日
前
が
適
期
で
す
。

適
董
の
程
度
は
、
一
結
果
母
枝

に
一
管
と
し
ま
す
。
摘
壼
す
る
と

生
理
的
落
果
は
少
な
く
な
り
ま
す

の
で
着
果
量
不
足
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
樹
勢
が
強
い
樹

や
、
多
肥
、
強
剪
定
の
管
理
を
し

て
い
る
樹
で
は
生
理
的
落
果
が
多

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
菅
す
る
の
は
、
一
番
花
、
ヘ

た
が
三
枚
の
も
の
、
寄
形
花
、
遅

れ
花
で
す
。
へ
た
が
大
ぎ
く
下
向

き
か
横
向
き
の
箭
を
残
す
よ
う
に

し
ま
す
。
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明
治
八
年

山
鳥
坂
村
は
岩
谷

の
旧
民
家
へ
千
之
小

学
校
を
設
立
。
（
生

徒
七
十
九
名
）
通
学

区
は
敷
水
・
諾
峨
谷

・

菟
野
尾
。
同
時
に
中

津
村
（
現
中
津
）
は
連

t
l
9
 気

し

0
、
?

合
し
て
植
松
に
日
進
小
学
校
を

開
設
し
た
。

明
治
二
十
年

小
学
校
簡
易
科
岩
谷
校
と
な

る
。
千
之
小
学
校
の
専
用
校
舎

建
築
は
不
明
だ
が
、
今
の
岩
谷

（
公
民
館
）
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
一
月

山
鳥
坂
村
大
字
山

鳥
坂
堀
に
敷
地
を
購

入
し
校
舎
を
建
築
。

明
治
四
十
二
年
四
月

山
鳥
坂
村
と
奥
南

村
が
合
併
し
、
河
辺

村
と
な
る
。
堀
の
新

校
舎
へ
岩
谷
・
大
成
・

植
松
の
各
小
学
校
を

合
併
し
て
堀
尋
常
小

学
校
と
改
称
。

明
治
四
十
四
年

高
等
科
を
併
設
し
、

堀
尋
常
高
等
小
学
校

岩 谷 小 学 校

岩
谷
小
学
校
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な

り
ま
す
。
岩
谷
小
学
校
と
な
っ
て
四
十
七
年
、
そ
の
役

割
を
終
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
岩
谷
小
学
校
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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と
改
称
。

大
正
十
一
年

堀
•
坂
本
・

鹿
野
川
尋
常
高

等
小
学
校
を
廃
し
、
堀
尋
常
高

等
小
学
校
を
も
っ
て
本
校
と
し
、

校
名
も
河
辺
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称
。

昭
和
九
年

本
校
校
舎
老
朽
、
校
舎
新
築

の
た
め
岩
谷
隔
離
病
舎
後
に
移

転
。
仮
校
舎
。

昭
和
十
年

河
辺
本
校
舎
竣
工
落
成
。
喜

多
郡
下
に
誇
る
校
舎
。

昭
和
十
六
年

国
民
学
校
令
施
行
に
伴
い
河

辺
村
河
辺
国
民
学
校
と
改
称
。

昭
和
十
八
年

町
村
合
併
し
、
肱
川
村
立
肱

川
堀
国
民
学
校
と
改
称
。

昭
和
二
十
二
年

六
＝
一
制
施
行
に
よ
り
肱
川
村

立
堀
小
学
校
と
改
称
。
新
学
制

に
よ
り
河
辺
中
学
校
を
本
校
に

併
設
。

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

堀
小
学
校
焼
失
。

昭
和
二
十
六
年
一
月
十
日

河
辺
中
学
校
は
植
松
（
現
河

辺
村
）
に
、
小
学
校
は
岩
谷
に

置
い
た
。

昭
和
二
十
六
年

肱
川
・
河
辺
両
村
分
離
に
伴

い
、
堀
小
学
校
・
河
辺
中
学
校

は
村
境
を
も
っ
て
二
分
。
堀
小

学
校
は
岩
谷
小
学
校
・
河
辺
小

学
校
に
、
河
辺
中
学
校
は
岩
谷

中
学
校
と
河
辺
中
学
校
に
独
立

す
る
旨
決
定
。

昭
和
二
十
七
年

岩
谷
小
・
中
学
校
の
復
興
委

員
会
発
足
。
場
所
は
現
在
地
の

隔
離
病
舎
跡
、
中
学
生
一
・
ニ

年
は
旧
河
辺
村
役
場
の
二
階
を

使
用
す
る
。

昭
和
二
十
七
年
三
月
一
日

校
舎
建
築
起
工
式
挙
行
。

昭
和
二
十
七
年
十
月
三
日

肱
川
村
立
岩
谷
小
・
中
学
校

と
な
る
。

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
＿
日

岩
谷
小
・
中
学
校
開
校
式

昭
和
三
十
三
年
四
月
九
日

中
津
分
校
独
立

昭
和
三
十
四
年
九
月
一
日

新
運
動
場
（
県
道
下
）
完
成

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日

中
学
校
統
合
（
宇
和
川
・
大

谷
・
予
子
林
・
岩
谷
）
肱
川
中

学
校
岩
谷
校
舎
と
な
る
。

昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
三
日

へ
き
地
集
会
室
（
講
堂
）
落
成

昭
和
三
十
九
年
九
月
十
五
日

へ
き
地
保
育
所
開
所
式
（
岩

谷
へ
き
地
保
育
所
）

昭
和
五
十
年
七
月
十
八
日

プ
ー
ル
完
成

昭
和
五
十
三
年
四
月
＿
日

保
育
所
が
幼
稚
園
と
な
る
。

平
成
三
年
三
月
二
十
日

風
お
こ
し
行
事
と
し
て
校
庭

で
風
船
を
あ
げ
る
。

平
成
三
年
三
月
三
十
一
日

岩
谷
幼
稚
園
休
固

平
成
三
年
八
月
十
四
日

四
十
周
年
記
念
行
事

平
成
三
年
十
二
月
一
日

岩
谷
小
学
校
開
校
四
十
周
年

記
念
式
典
・
記
念
碑
除
幕
式

（
岩
谷
小
学
校
開
校
四
十
年
記

念
誌
よ
り
抜
粋
）

昭
和
二
十
六
年
度
に
は
百
三

十
一
名
い
た
児
童
も
昭
和
五
十

一
年
度
は
四
十
名
を
切
り
、
平

成
三
年
度
に
は
二
十
名
を
切
り
、

平
成
十
年
度
は
三
名
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
は
山
鳥
坂

ダ
ム
事
務
所
の
方
々
の
協
力
を

得
な
く
て
は
運
動
会
も
盛
り
あ

が
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
高
度

経
済
成
長
時
に
都
市
部
へ
の
人

ロ
の
流
失
、
ま
た
、
最
近
の
農

業
不
振
に
よ
り
後
継
者
不
足
、

過
疎
化
・
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
、
児
童
の
減
少
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
四
月
か
ら
中

野
小
学
校
へ
通
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

三
月
二
十
五
日
に
は
閉
校
式

も
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
岩
谷
小
学
校
校
舎
等

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。
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第
十
四
期
明
老
大
学
閉

講
式
を
二
月
二
十
三
日

（火）
、
午
前
十

一
時
か
ら

公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
最
後
の
学
習
と

し
て
男
性
と
女
性
が
協
力

し
て
健
康
料
理
を
作
り
ま

し
た
。閉
校
式
で
は
公
民
館
長

が
三
か
く
（
汗
を
か
く
、

恥
を
か
く
、
も
の
を
書
く
）

こ
と
が
若
さ
を
保
つ
秘
訣

で
あ
る
と
話
さ
れ
、
受
講

者
の
方
々
は
深
く
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
明
老
大
学
は
七
月

か
ら
二
月
ま
で
の
計
八
回

月
に

一
回
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
頭
と
体
を
動
か
し

て
学
習
し
て
も
ら
お
う
と

計
画
し
て
い
る
も
の
で
同

和
問
題
学
習
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
陶
芸
等
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
陶
芸
教
室

で
作
っ
た
作
品
が
届
け
ら

れ
出
来
栄
え
を
み
ん
な
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
受
講
生
の
み
な
さ

ん
は
、
課
外
授
業
が
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
三
月
十

七
日
に
課
外
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

名ン
,,..--- ~----i 

-----＝二—

老
学
明
大

楽
し
く
学
ん
で
体
を
動
か
し
て

今回の受講生のみなさん 男性も料理に挑戦

第
七
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ソ
テ
ス

ト
が
肱
川
中
学
校
で
二
月
十
九

日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
コ

ソ
テ
ス
ト
は
、
中
学
生
に
英
語

に
親
し
ん
で
も
ら
う
目
的
で
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
審
査

員
と
し
て
、
長
浜
町
英
語
指
導

助
手
エ
イ
ド
リ
ア

ソ・

ハ
イ
ネ

ル
さ
ん
と
、
五
十
崎
町
英
語
指

導
助
手
の

N
・
ク
ナ
ラ
ッ
ト

・

ナ
ム
さ
ん
が
審
査
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
一
年
生
六
名
は
毎
日

g院梵覆？ぷ位い笙
三
月
二
日
午
後
、
岩

谷
小
学
校
児
童
三
人
と
、

中
野
小
学
校
六
年
生
二

十
人
が
、
茶
堂
ル
ー
ト

で
巣
箱
か
け
を
行
い
ま

し
た
。毎
年
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
お
り
、
説
明
を

聞
い
た
後、

子
ど
も
た

ち
は
「
鳥
が
入
っ
て
く

れ
た
ら
い
い
な
」
と
い

い
な
が
ら
岩
谷
と
中
野

の
児
童
が
協
力
し
て
、

巣
箱
を
か
け
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
鹿
野
川

園
地
付
近
の
清
掃
も
行

い
ま
し
た
。

巣ばこかけ

こ
ど
も
た
ち
が
自
然
に
ふ
れ

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
年

間
を
通
し
て
体
験
活
動
や
学
習

を
通
し
て
自
然
に
ふ
れ
る
機
会

を
も
て
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、o

う
カ

の
生
活
の
様
子
を
、
二
年
生

六
名
は
手
紙
を
、
三
年
生
四

名
は
自
分
の
意
見
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発

表
で
は
発
表
内
容
や
英
語
の

発
音
だ
け
で
な
く
発
表
態
度

ま
で
審
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
発
表
す
る
生
徒
だ
け
で

な
く
発
表
を
聞
く
方
も
き
ち

ん
と
し
た
態
度
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

バ
ソ
ト
ッ

ク
社
会

教
育
指
導
員
が
、
「
年
々
素

晴
ら
し
い
発
表
と
な
っ
て
い

英語でスピーチ

梃
語
で
ス
。
ヒ
ー
チ

ま
す
。
」
と
評
価
、
ま
た
、
審

査
に
あ
た
っ
た
二
人
の
先
生
方

も
内
容
、
発
表
態
度
と
も
素
晴

ら
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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0
井
口
さ
だ
お
先
生
特
選
句
大
洲
市

水
鳥
の
飛
び
立
つ
際
の
赤
き
足大
洲
市

鴛
驚
に
一
羽
の
と
き
の
あ
リ
に
け
リ

0
一
句
高
点
句
肱
川
町
文
化
協
会
賞

大

洲

市

岡

水
鳥
の
飛
び
立
つ
際
の
赤
き
足大
洲

市

上

岡

山
影
を
崩
し
て
鴨
の
水
尾
を
曳
く
大

洲

市

隅

田

日
の
き
ら
ら
水
の
き
ら
き
ら
鴛
鵞
の
湖

大

洲

市

村

上

借
景
に
白
い
橋
有
リ
鴛
鵞
の
湖肱
川
町

鴛
喬
を
百
の
眼
が
見
つ
め
を
リ

0
そ
の
他
の
俳
句

五
十
崎
町

着
水
も
翔
つ
も
鴛
驚
夫
婦
連
れ
五
十
崎
町

鴛
驚
見
ん
と
交
互
に
遠
眼
鏡
内
子
町

向
き
替
へ
て
鴛
驚
の
雄
後
に
な
る

五
十
崎
町
宍
田

お
し
ど
リ
の
群
の
見
張
リ
の
首
立
て
て

五
十
崎
町
稲
田

山
影
を
揺
ら
せ
て
走
る
真
鴨
か
な
長

浜

町

渡

辺

着
水
の
鴨
水
し
ぶ
き
は
ば
か
ら
ず
長

浜

町

菊

地

お
し
ど
リ
の
不
器
量
な
妻
連
れ
添
ひ
て

大

洲

市

隅

田

思
羽
を
捉
え
て
を
リ
し
遠
眼
鏡

重
岡
都
築

岡

一
恵

恭 恭 恭
徹

数
魚
柳
子 愛

仙
崖

お
し
ど
り
吟
行
俳
句
会

鹿
野
川
湖
お
し
ど
り
吟
行
俳
句
会
が
二
月
二
日
（
火
）
肱

川
町
公
民
館
で
文
化
協
会
主
催
（
し
ゃ
く
な
げ
、
河
鹿
俳

句
会
が
共
同
開
催
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
吟
行

は
お
し
ど
り
の
い
る
鹿
野
川
湖
で
行
わ
れ
町
外
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

肱
川
町
公
民
館
で
俳
句
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
秀
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

兵
頭
智
恵
子

佐
藤
美
江
子

井
口
さ
だ
お

正
枝
一
恵
ま
き

肱
川
町
文
化
協
会
で
は
二
月

二
十
一
日
（
日
）
、
午
前
十
時
か

ら
肱
川
町
公
民
館
で
新
春
囲
碁

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
ニ
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
お
り
実
力
が
伯
仲
し
て
お

り
参
加
者
も
固
定
化
し
て
き
て

お
り
、
今
年
は
初
心
者
の
人
に

も
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
初
心

者
ク
ラ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

参
加
者
も
少
し
増
え
、
ま
た
、

町
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
熱

心
に
囲
碁
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
に
よ
る
と
、

「
若
い
人
で
囲
碁
を
す
る
人
が

少
な
い
よ
う
で
す
。
若
い
人
に

も
も
っ
と
囲
碁
を
知
っ
て
欲
し

t
!：
文

化

芸

能

発

表

会

！

二
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十

時
か
ら
風
の
博
物
館
で
文
化
芸

能
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
発
表
の
場
と
親
睦

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
十
四
グ
ル
ー
プ
約
百
四
十

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
祝

辞
で
は
町
長
さ
ん
が
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
等
次
々

披
露
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

、4

大谷・岩谷合同による大正琴

小
林
伊
佐
夫

宮

田

義

盛

成

登

光

義

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
ク
ラ
ス

優

勝

準
優
勝

三

位

B
ク
ラ
ス

優

勝
準
優
勝

三

位

C
ク
ラ
ス

優

勝

準
優
勝

三

位

羽上金
浦甲野

英芳
雄幸翌

高
岡
兵
頭
福
田

哲竹
秋夫清

い
で
す
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

ー

新

春

囲

碁

大

会

I

『披げ嬉てやめて』
大洲高校肱川分校 1、2年生の生徒約20名が、国道分

校から特産開発セソターまでのゴミ拾いを 2月8日（月）

行いました。生徒たちは道路の法面や谷川の方まで降り

ていき空き缶等を拾っていました。「道路ばかりでなく、

遠い所までゴミを投げ捨てているのにびっくりした。投

げ捨てはやめて欲しい。」と話しながらゴミを拾っていま

した。

＼ノ

r
 

＼ 碁を打つ音だけが響く



(19)前。＠。⑱ 倦振匪懃 錮鯛

§
ふ
詔
ふ
4

羞
:
ょ

t
n

去
る
二
月
十
四
日
（
日
）
熱
唱
も
聞
け
含
ま
で
の
練

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
習
の
成
果
を
貝
て
い
た
だ

日
に
喜
多
郡
青
年
文
化
発
け
た
の
で
は
な
い
で
し

表
会
が
開
催
さ
れ
肱
川
町
う
か
。

青
年
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

合
、
話
題
の
歌
麿
と
お

し
ど
り
に
つ
い
て
の
研
究

疇
を
発
表
し
ま
し
た
。
残
念

}
べ汀
も
~
氾

-)

h

|
-l
 

ゎ

り
パ
〗
員
ぃ
為
9

の
入
っ
た
発
表
を
貝
る
こ

ぷ
心

置
国
亙
¢
た

E
 

£

と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後

ー

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、

斎

tょ

t
:ふ
詔
ふ
“

青年団だより

s
 
u
 文

化
祭
で
は
、
喜
多
郡
の
全

町
村
の
出
し
物
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
肱
川
町
青
年
団
で
は
、討rぃるお

／ ヽ

表歌麿たと村1BJ嵐も化＝ 
まし と思とても いら云能発表会 令初め回
しおい考ぇ ま
たしま し
゜どすぁててた て

S． 研の究り 肱川町ぱ てよっ 町村のもと、 郡喜多゚ 席に出さ 喜多郡‘ 

0をかのせの
発 ‘つ、全て文

s
.
S
 

私
が
青
年
団
に
入
団
し
て
初

め
て
の
文
化
祭
が
二
月
十
四
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
が
工
夫
を
凝
ら
し
て

の
発
表
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
”
の
ど
自
慢
“

な
ど
も
あ
り
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。御

協
力
し
て
頂
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
青
年
団
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

文
化
祭
感
想

k•H 

お
し
ど
り
と
歌
麿
に
つ
い
て
研

究
し
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
事

で
、
歌
麿
の
事
な
ど
知
ら
な
か
っ

た
事
が
少
し
勉
強
で
き
た
の
が

よ
か
っ
た
で
す
。

喜
多
郡
青
年
文
化
発
表
会
報
告
！

.m・
五
十
崎
町
公
民
館

（
 

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
青
年
団
活
動
を

通
じ
て
様
々
な
経
験
を
し
、
学

ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

編

集

あ

と

ば

な

し

と
思
い
ま
す
。

ま
た
来
年
度
も
青
年
団
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
A
S
U
K
A
と

も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
一
年
間
A
S
U
K
A
の
ご

愛
読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

/ ・` 讐ぅAsu鯰'SMac加 e
； ， ＼・汐

私の愛車、アルトエポです。これと
いって自慢するような所もないのです

が、とりあえずフル四駆なので合年の
冬、雪道にも活躍しました。

車にお金をかけてない為車内もいたっ

てシンプルですが、トランクにはぬい
,．＼  
・ふらて=-ニごご一

（
 

ぐるみがあるため荷物などは積めない

状態です。

ほぽ毎日運転している私ですが、運転

が下手なのでアルトエポのメタリック

グリーンの色の車を見かけた時は、道

を譲つてください！ by N.H 
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4月の健康カレンダー 保健センター 834-2340 

種別 曜日 1ヽ了ー 事 場 所 時 間

2 （金） 子宮がん検診・乳がん検診 保健セソタ ー 13 : 00,-.._,14 : 00 

5 （月） 子宮がん検診 大洲縫製肱川工場 ” 成
7 （水） JA予子林” ” 

人 8 （木） ” 大谷公民館 ” 
9 （金） ” 保健セソター ” 保 20 （火） リハビリ教室 ” 13 : 00~16 : 00 

健
22 （木） 元気印教室 ” 10 : 00,,...._, 14 : 00 

27 （火） 結核レソトゲ‘ノ・成人病検診 大谷公民館 10 : 00,....__,ll : 00 

27 （火） ” 白石集会所 13 : 30,..__, 14 : 30 

母 13 （火） 幼児教室 保健セ‘ノター 9 : 30,-..--.,13 : 30 

子
19 （月） ッベルク リソ反応検査 ” 13 : 30,...__,14 : 00 

保
健 21 （水） BCG予防接種 ” 13 : 30,...._,14 : 00 

2 （金） デイケアー 保健セソター 8 : 30"--'16 : 30 

精 9 （金） ” ” ” 神
16 （金） ” ” ” 保

健 23 （金） ” ” ” 
30 （金） ” ” ” 
14 （水） ッベルクリソ反応検査 中野小 ・予子林小学校 13 : 30,,.___,14 : 30 

そ 16 （金） BCG予防接種 ” ” 
26 （月） 献血 保健セソター 10 : 00,...__,12 : 00 

の
26 （月） ” ” 13 : 00,,..___,15 : 00 

他 28 （水） ッベルクリソ反応検査 正山小・大谷小学校 13 : 30~14 : 30 

30 （金） BCG予防接種 ” ” 
4
 
月 の当直医

曜日 病 院 名 電話番号

4 (日）
祖母井 医院

24-3756 
中 村

石 川 内科医院
24-3306 

11 (日）
若 宮

辻内科医院
52-0174 

長 浜

18(日）
沢井小児科医院

24-7530 
中村

25(日） 亀井小児科医院 24-3757 

般
東大洲

29（木） 池田泌尿器科 24-3100 
東大洲

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急
木～日 大洲中央病院 24-4551 
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＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、
あらかじめ連絡してからお出かけください。
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